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変化が，1984 年，1992 年，2002 年の 3 回の悉皆調
査とその後の補足調査に基づいて多様な側面から分
析される。調査村の農業発展は相対的に遅れており，














れるようになったこと，1984 年には 1 頭ずつが普
通だった雄牛の販売が，トラクターの導入が進展す














































び第 4 章では雄牛 2 頭で耕耘作業を行うのが通常の
インドにおいて，2 頭の雄牛を所有しない農家がど
のようにこれを行っていたのかについて，雄牛 1 頭
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